	

2年生～4年生  課題文③

	   출렁출렁

이러다 지각하겠다 싶을 때, 
있는 힘껏 길을 잡아당기면 출렁출렁,
학교가 우리 앞으로 온다.

춥고 배고파 죽겠다 싶을 때, 
있는 힘껏 길을 잡아당기면 출렁출렁,
 저녁을 차린 우리 집이 버스 정류장 앞으로 온다.

갑자기 니가 보고 싶을 때, 
있는 힘껏 길을 잡아당기면 출렁출렁,
 그리운 니가 내게 안겨 온다.

출처 : 『난 빨강』 박성우 동시집, 박성우 지음 


ゆらゆら

このままだと遅刻 (ちこく)してしまう時 (とき)、
思いっきり (おも　　　　　　　)道 (みち)を手繰り寄せる (たぐ　よせ　)とゆらゆらと学校 (がっこう)が私たち (わたしたち)の前 (まえ)にやってくる。

寒くて (さむくて)お腹 (おなか)空いた (すいた)時 (とき)、
思いっきり (おもいっきり)道 (みち)を手繰り寄せる (たぐりよせる)とゆらゆらと夕飯 (ゆうはん)が待ってる (ま　　　)私 (わたし)の家 (いえ)がバス停 (てい)の前 (まえ)にやってくる。

急 (きゅう)に君 (きみ)が会いたい (あ　　　)時 (とき)、
思いっきり (おも　　　　　　　)道 (みち)を手繰り寄せる (たぐ　よせ　)とゆらゆらと恋しい (こい　　　　)君 (きみ)が私 (わたし)に抱き (だ　)ついてくる。

引用：『私は赤』パク・ソンウ童詩集、パク・ソンウ著
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